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Ⅰ はじめに

近年，理科教育に携わる研究者や実践者の間で

は，他者との相互作用の中で生じる子どもの学び

が注目されるようになった 森藤らが指摘する 学。 「

びにおける社会性や社会相互作用」 の問題であ１）

る。こうした学びの社会性や社会的相互作用への

関心は，状況的認知論の立場に立って学習論を展

Lave Social開する らの主張や社会的構成主義（

Constructivism Gergen Burr） ，の考え方 さらには や

Socialら に 始 ま る 社 会 的 構 築 主 義 （

）の考え方， の立場から発展Constructionism CAI

してきた協調学習（ ）等もCollaborative Learning

Norman取り入れ発展をしてきたものである 。２）

は，社会的相互作用の研究の必要性について「人

間行動のもっとも標準的な在り方が相互作用する

， ，ことである限り 孤立状況においてなされる記憶

言語，問題解決，意思決定の研究は，人間の認知

機構のほんの一部に研究対象を限ってしまってい

ると言わざるを得ない」 と指摘している。佐藤３）

は，社会的相互作用や協同的な活動について「教

室の学習を対話と協同的作業としてとらえるとい

う発想は，能力を閉じた系である個人の頭に存在

するという発想や個人の属性であるという発想を

変えるものである。いわば人間の能力や精神活動

＊ 埼玉大学教育学部理科教育講座

は他者との関係の中で決まるという考え方を取る

ということであり・・・」 と述べている。学び４）

における社会性や社会的相互作用が論議される

中，稲垣・山口 ，稲垣・山口・上辻 ，森本・５ ６） ）

瀧口・八嶋 ，清水・吉澤 等にみられるように７ ８））

対話や協同的な学習の有効性についての研究が発

表されるようになってきた。

しかしながら，対話や協同的な作業を取り入れ

た学習が突如として現れてきたのではなく，実践

家である教師達は今日のように学びの社会性や社

会的相互作用が話題になる以前からグループでの

観察・実験やグループでの話し合い等，数多くの

実践を理科学習の中に取り入れてきている。その

中には，目的や集団構成，指導方法等が体系化さ

れてきたものもみることができる。こうした実践

研究から得られた知見を明らかにすることは，今

後の学びにおける社会性や社会的相互作用につい

ての研究を進める際に大きな示唆を与えるものと

考える。

アメリカ合衆国では，研究者たちによって近年

の構成主義学習論等も取り込んだ様々な理論や方

略をもった協同的な学習（コーオペレーティブ学

習）が開発され，今日多くの学校で実践されてい

る 。ところが，我が国ではこれまで日本の実践９）

の中から積み上げられた協同的な学習が引き継が

れていないばかりでなく，その理論的背景や指導

方法について研究したものは少ない。

本研究は，我が国における様々な協同的な学習
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の考え方やその方略等を整理し，今日の理科教育

研究の課題の一つとなっている学びにおける社会

性や社会的相互作用を取り入れた指導方法を検討

するための基礎資料を得ようとするものである。

Ⅱ 我が国における協同的な学習の流れ

今日の状況的認知論，社会的構成主義，社会的

構築主義等の考え方を踏まえた学びの社会性や社

会的相互作用が取り上げられる以前に，戦後の我

が国において発刊された主な図書から小集団を活

用した学習，その中でも協同的な学習について発

刊された図書を調べてみると，次のようになる。

年代をみると 年には相沢保治が 中1960 1965， 「

学校社会科の自主的協同学習 （明治図書 ，同」 ）

「 」1965 年には山崎正が 奮起させる自主協同学習

（東洋館出版社 ， 年には末吉悌次・信川実） 1967

が「自発協同学習 （黎明書房 ， 年には同」 ） 1968

「 」じく相沢保治が 小学校社会科の自主的協同学習

1970 1970（ ） 。 ，明治図書 を出版している 年代には

年に相沢保治が「自主的協同学習入門 （明治図」

書出版 ， 年には兵庫県芦屋市立山手小学校） 1971

著による「自主協同学習の展開 ， 年に高旗」 1978

「 （ ）」正人が 自主協同学習論 現代授業論叢書：31

1980（明治図書出版）を出版している。また，

年代には 年に高旗正人が編著となり「講座1981

自主協同学習１，２，３ （いずれも明治図書出」

版 ， 年には末吉悌次が「集団学習の研究」） 1983

（教育出版 ， 年には同じく高旗正人が「個） 1986

を生かす集団指導実践大系：２．全員参加の授業

を目指して－理論と実際 （教育出版）等を出版」

していることをみることができる。

このように，近年の研究にみられるような対話

や協同的な作業を取り入れた学習が脚光を浴びる

ようになってくる以前に我が国において協同学習

と名がつく学習方法が活発に発表された時期は，

年代から 年頃までに集中していること1960 1980

がわかる。そのため，本稿では今日再び検討され

始めた協同的な学習研究と区別するため，この時

期の協同的な学習を第１期協同学習と呼ぶことに

する。

また，この他にもミシガン大学のフィリップス

がバズ・セッションと呼んだものを塩田芳久が

年に教科の学習に取り入れたバズ学習や多1962

くの実践家によるグループ学習，班学習等につい

ての著作物も数多くみることができる。こうした

学習も，小集団で子どもたちが協力して学習を進

める手法ということを考えれば協同的な学習に含

めることができる。しかしながら，バズ学習を除

いてその多くはハウ・ツーものが多く，その発生

の時期も明確ではないのが現状である。

そこで，日本で開発された協同学習とはどのよ

うなものかを明らかにするため，第１期協同学習

の時代の「自主協同学習 「自主的協同学習 「自」 」

発協同学習」に絞りその理論的背景，目的，集団

構成，方法等について検討してみることにする。

Ⅲ 自主協同学習

自主協同学習は，兵庫県芦屋市立山手小学校の

研究物，山崎正や高旗正人らの著作物によりその

概要をみることができる。

山手小学校の自主協同学習 は，教師中心の
10）

画一・一斉の他律的な詰め込み教育の弊害を改善

するため，子ども自らが学習の主体者となって，

自主的協同的に問題を追求する授業にきりかえた

いとする教師たちの考えから，重松鷹秦の指導の

もとで実践的にその在り方をまとめあげたもので

ある。そこには，山手小学校が１時間の授業をど

のように進めたか，学び方をどのように身に付け

させたか，評価をどのようにしたかといった内容

がまとめられている。

山崎 は，自主協同学習について，生徒指導11）

であり，それを根幹とした学習指導であり，その

統一を目指すよき授業を求める実践大系としての

社会的学習を提唱するものであるとする。自主的

学習なくして，いかなる授業も成果をあげないこ

とを強調し，それには教師の指導のあり方，技法

がかなめであり，集団学習の正しい指導が必要で

あるとする。こうした考えのもと，福井県等の多

くの教師たちによる共同執筆で，学習指導，学級

づくりの実際がまとめられたものである。

しかしながら，実践の中から生まれた山手小学

校と山崎の２つの自主協同学習がどのように関わ
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っていたかは，著作物のどこにも触れられていな

い。また，高旗の著作物との相互の関係も見るこ

とができない。こうしたことは，山手小学校，山

崎，高旗それぞれが提唱する自主協同学習は，名

称は同じでも同じ理論や指導方法等を踏まえて生

まれてきたものではなく，別個の形で生まれてき

たものと考えることができる。そこで，ここでは

その理論と特質が比較的はっきりとまとめられて

いる高旗の著作物をもとに，高旗が考えた自主協

同学習とはいかなるものかその特徴を検討してみ

ることにする。

高旗の自主協同学習は 「自主協同学習論は，，

大幅に教育社会学の理論と概念に依拠している。

その特質は，１．外国の教育学者の教育論に準拠

しているのではなく，日本の教育実践の中から生

まれ育てられたものである。２．学習指導過程に

。 ．おける集団構造に着目した学習指導論である ３

集団づくりを単に学習効果を高めるための手段と

考えるのではなく，集団形成そのものを学習指導

の重要な目的とする 」 と述べていることをみ。
12）

れば，その特色が明らかであろう。

また，高旗は人間尊重を強調し，他者の失敗を

自分のこととしてとらえ，相互の容認と支援を学

習過程に造り上げるため，学習指導過程を規定す

る相互作用変数としての集団風土，集団規範，コ

ミュニケーション・ネットワーク，集団サイズ，

， ，集団課題 役割意識などの構造と機能の分析から

学習者の自主的，協同的な活動の向上のためのス

トラテジーを発見しようとする視点こそ重要であ

るとする 。この自主協同学習では，学習という
13）

ものを１時間の授業にとどまるものではないとし

ている。子どもたちの学習過程を連続的なものと

， ， ， ，とらえ 家庭学習 教科の授業 朝と帰りの学活

放課後の時間といった連続の場面を学習のサイク

ルとして顕在化を試みようとしているのも特色と

いえよう。

高旗は，こうした集団過程としての授業過程を

「学習集団の価値・規範 「役割・組織化 「学」， 」，

習方法の学習」の３つの次元から捉え組織化する

ことが学習集団の発達へと方向づけ，学習行動の

形式を指導しながら，しだいに学習行動を主体化

することによって自主協同的な学習集団ができあ

がる とする。自主協同の学習集団の完成は，
14）

この３つの構成要素の相互関連的な形成によって

達成されるとするのである。また，自主協同の学

， ，習集団が その目的を効果的に達成するためには

学力の形成という目的と集団の形成とを有効に進

める集団機能が働かねばならないとする 。
15）

自主協同学習の目的観とその目的，学習集団，

行動形式について，さらに詳しくみると次のよう

になる。

１ 自主協同学習の目的観と目的

， ， ，高旗は 自主協同学習の目的観について 知識

技能の習得も，子どもたちが自主的に協同的に習

得することに価値が見出されるとし，集団指導過

程のモデルを図１のように示している。

産 出

集団機能 集 団 レ ベ ル 個 人 レ ベ ル

課題達成 集団課題解決 認 識

集団維持 協 同 意 欲

図１ 学習指導過程のモデル

こうした自主協同学習では，学習場面での子ど

もの行動変容が重要な位置をしめているとし，評

価もまた，図１に基づき評価されることになると

している 。16）

， ，こうした考えは 自主協同学習の目的について

「自主協同学習は，学習者の自主的な学習活動と

協同的活動を組織することによって，教科指導の

過程で支持的な学習集団を発達させることを目的

としている。また，自主協同の学習過程は，教科

指導の３つの課題，１．教科の目標達成，２．学

習方法の学習，３．集団形成を統一する教師のリ

。」ーダーシップの在り方を追究しようとしている

と高旗にまとめさせている。17）

２ 自主協同学習の学習集団

高旗は，学習集団の特質について，学習集団の

構造を学習集団における相互作用を規定する変数

（パーソナリティ，集団風土，集団サイズ，学習

内容，コミュニケーション・ネットワーク，リー
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ダーシップ，価値・規範，役割構造 ，教師のリ）

ーダーシップ，学習者間の人間関係の特徴の３点

から特色づけている。

（１）相互作用を規定する変数

相互作用を規定する変数については，自主協同

の学習集団では次のようになることが必要として

いる 。18）

パーソナリティでは，子どもたちが受動的な特

性から能動的な特性への変換が行われる必要があ

るとする。集団風土は，批判的・統制的なものか

， 。ら 容認・支援的なものにする必要があるとする

集団サイズは，小集団がよいとし，小集団の人

数は の研究を踏まえ５人が参考になるA.P.Hare

としている。後に，高旗は小集団編成は２～６人

位，男女混成，小集団内異質，集団間同質を原則

とすると述べている 。19）

学習内容では，学習内容は教材提示の形式を集

団化する必要があるとする。

コミュニケーション・ネットワークでは，教師

から子どもたちへの一方的なコミュニケーション

ではなく，子ども同士の相互的なコミュニケーシ

ョンが拡大される必要があるとする。

教師のリーダーシップは，専制的リーダーシッ

プから民主的なリーダーシップに変える必要があ

るとする。

価値・規範では，競争原理から協同原理とする

ことが必要とする。

役割では，特定の子どもに集中する型から役割

の分散を理想としている。

（２）教師のリーダーシップ

高旗は，教師のリーダーシップでは課題解決の

ための集団目標としての知識・技能・観念の伝達

と集団づくり，集団維持機能としての人間関係の

形成という２つの機能に対して，かたよりなく，

しかも，効果的に働くことが必要であるとする。

また，自主協同学習の理念のもとに集団づくりに

入ったときの教師のリーダー行動上の留意事項と

して，自主的活動を尊重し，子どもたちの話し合

いを重視して進める，見守り，激励し，簡単に結

論を導かない，子どもたちだけでは学習の展開が

無理な時のみ教師がヒントを与え解決の方向に導

くように進める等の 項目をあげている 。20 20）

そこに特色づけられたリーダーシップは，支援

的であり，ほめることに留意し，子どもを容認す

る。そして，学習内容に関しては，子どもたちの

発言，発想をまず，理解し，受容し，そして分析

あるいは総合して，子どもたちに再度かえしてい

くといったものである。

（３）学習者間の人間関係

自主協同の学習集団づくりは教科指導の過程で

教科的知識の伝達と同時に，よい集団の形成とい

う側面がある。こうした，自主協同学習の学習者

間の人間関係は，集団に課せられた目的を達成す

ること（目的行動）の制度化をめざしているとす

る。その学習集団における役割構造は，教師への

集中型から学習者への委譲，つまり分散型へとい

う方向が望ましいとしている 。
21）

３ 自主協同学習の行動形式

自主協同の学習行動が生まれるために，高旗は

先に述べた価値・規範の組織化のレベル，役割お

よび組織化のレベル，学習方法内面化のレベルの

３つの集団化のストラテジーを確立することが必

要であるとする 。22）

第１の価値・規範の組織化とは，学習課題を取

り組む仲間は相互に他者の疑問を自分の問題に取

り組むことに価値があるとするように，子どもた

ちの集団規範を変革し，学習行動の協同化を図ろ

うとするものである。一人ひとりの学習者の学習

への取組に大きな作用を与えるものである。

第２の学習集団変革のレベルとしてあげている

役割および組織化では，学習集団の役割や組織の

変革を図ろうとする。学習指導行動として具体的

にするため，授業の進行，小集団の役割分担，発

表係などの役割の形成ないしは組織化がなされな

ければならないとする。また，学習者の学習集団

での主体者としての位置を与えるため，一斉授業

の場で教師が行っていたリーダーシップ行動を学

習者の側に委譲する必要があると述べている。学

習者は，教師の指示で動くのではなく，自分たち

で工夫して能率よく学習を進めなければならず，

教師の仕事は援助する人であるとする。

第３の学習方法の内面化では，学習者自身が学

習の方法を身に付けなければならないとする。学
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習者が従来からもっている学習の仕方を協同の学

習方法に変革しようとするものである。自らが学

習課題を見つけ，個人あるいは仲間と協同し合っ

て学習するためには，学習の仕方を身に付けさせ

ることであるとするのである。

こうした自主協同の学習行動が生まれるよう，

高旗は自主協同学習は固定したひとつの形式をも

った学習形態ではないとしながらも，自主協同の

学習が目指す基本的な学習過程を図２のように示

している。

家 庭 学 習 (個人)

↓

朝 の 短 学 活 (全体)

↓

学 習 目 標 の 確 認 (全体)

↓

点検バズ・発表準備 （個人･小集団)

一 ↓

時 課 題 発 表 (全体)

間 ↓

の (個人)

授 全 体 学 習 (小集団)

業 ↓ (全体)

（小集団)

学 習 の ま と め

↓ (全体)

課 題 確 認 (全体)

↓

終 わ り の 短 学 活

図２ 自主協同学習が目指す学習過程

このような学習展開の中で，個人学習の方法，

ノートの使い方，小集団での学習方法の検討がな

されている。

Ⅳ 自主的協同学習

自主的協同学習は，相沢保治が小・中学校の社

会科で実践研究したものを，さらに在任校であっ

た白石市立南中学校で全教科領域にまで広げた学

習方法である。

この自主的協同学習について相沢は，自主的学

習と協同学習とが一体的なものとして運営するも

のであると述べている 。23）

自主的学習については 自主学習と区別し 私， ，「

は 『自主』ではなく『自主的』といっている。，

それは，子どもたちの学習に，指導性を発揮する

のが，私たち教師の仕事だからである 」 とす。
24）

る。また，相沢は「自主的協同学習は，指導法に

ついてのものなのである 」 「自主的協同学習。 ，25）

は，主体的人間を育てる方法である」 ともいっ
26）

ている。指導法についての主張であり，自主学習

ではなく，教師が指導性を発揮することで主体的

人間を育成しようとするところにその特徴が端的

に顕れているといえよう。

「協同学習」については，どのように考えてい

るのだろうか。相沢は 「私が協同学習というの，

は 『グループ組織』のなかでの学習を指し，道，

徳性の育成をねらっている 」 としている。こ。 27）

のことからは，自主的協同学習の特徴を見るため

には，学習組織がどのように作りあげられていく

かを検討しなければならない。

こうした相沢の考えは，自発性，自発活動，自

己活動尊重といった大正初期の第一次新教育と呼

ばれる考え，範例方式やブルーナー理論にある学

習方法の影響を強く受けている 。
28）

こうした自主的協同学習の自主的学習の原理，

グループ組織，学習展開，子どもの行動の変容に

ついて，さらに詳しくみると次のようである。

１ 自主的学習の原理

自主性と協同性に支えられた自主的協同学習の

自主的学習の原理は何であろうか。

相沢は 「為すことによって学ぶ 「能力差に， 」，

応じる」ということが自主的学習の原理であると

する 。さらに相沢は，学習の主体は子どもであ
29）

り，子どもの自発性の上に学習をといった「子ど

も中心の理論」は，自主的学習の方法原理である

とする 。こうした考えを踏まえ，自主的学習は30）

・自主性，協同性の人間性の上に立つ（個別化

の原理と社会化の原理）

・行動の変容としての学習の成立

・学力の定着と学習方式

・学習効果の転移
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・子ども中心の学習指導過程

・能力差に応じる指導

・学習興味と関心の重視

・成功（成功感）を持たせる

・民主的ムードと情緒の安定

を理論的基礎にしているとまとめている 。
31）

このように，自主的協同学習は，個による自主

的学習と能力差に応じたグループ編成による協同

学習とが一体的なものとして運営される学習指導

法なのであり，そこで目指すものは主体的人間の

育成であり，学習の「社会化」と「個別化」であ

る 。32）

２ グループ組織

相沢は，能力差のある子どもたちに同一の内容

を学習させられないとし，子どもたちに自分で解

決できると思う能力別のＡ・Ｂ・Ｃ３つのコース

を自由選択させ，３コース別の自然発生的なグル

ープを作らせる という方法をとっている。ど
33）

のコースも学習のめあては同一のものであるが，

Ａコースは，創造的活動を大幅に要求し，子ども

たちのいま持っている力 学習能力 で 個人 ま（ ） ， （

たはグループ）でやれるというコースとして設定

されている。Ｃコースは，比較的劣生たちを対象

としている。Ｂコースは，Ａ・Ｃの中間コースで

ある。なお，コース選択は，学習が進むにつれ，

コースの選択が変わり，新しいグループができる

という「可動的グループ」構成となっている。

３ 自主的協同学習の学習展開

自主協同学習の学習展開を，相沢は３コース３

層展開 と呼んでいる。34）

子どもたちは 「学習のしおり」と呼ぶコース，

別に作成された内容の量質と学習方法の異なる教

材を使って学習を進めることになる。初めは，個

による学習「自学」の段階である。続いて，グル

ープでの学習「協同学習」が始まる。３つのコー

スの学習が終息するころ教師によるグループ単位

の発表指導が始まる。発表と話し合いは，Ｃグル

ープから始まる。Ｃコースの協同学習による発表

と話し合いは，その要点が板書にまとめられてい

く。この間，Ａ・Ｂグループは個による学習か協

同学習を続けている。Ｃコースのまとめが終わる

と，Ｃコースの子どもたちも加わったＢグループ

の発表と話し合いになる。学習結果は，Ｃコース

の板書に付加される。Ｂコースのまとめが終わる

と，Ａ・Ｂ・Ｃグループ全級の協同学習となる。

このように， グループの協同学習から，Ｂ・C

Ｃグループ，そしてＡ・Ｂ・Ｃグループの協同学

習と積み重ねていく仕方を，相沢は３層展開と呼

んでいるのである。

４ 子どもの行動の変容

相沢は，自主的協同学習によって子どもの行動

がどのように変容するかについて，

・成し遂げたことの喜びに浸り，自信をもって

学習に参加する。

・友だちに，教えてもらうことを恥ずかしがら

ず，広い気持ちをもって勉強する。

・友だちに教えて，自分の学習能力を伸ばし，

しかも常に謙虚で，他を軽蔑しない。

・失敗にもめげず，責任をもって，新たな問題

の解決にいどむ。

・真に価値あるものを求め，力のある友を認め

ることができる。

・自分の力でやることと，協同してやることの

区別ができる。

・タイム・テーブルを見て，家庭（課題）学習

にはげむ。

の７点あげている 。相沢が描く子どもが変容す35）

るであろうとする姿からは，自学，協同すること

を通して，学習能力の伸長だけでなく，成就感，

， ， ， ， ，意欲 積極性 協力性 人間尊重の精神 責任感

価値の自覚，容認，自己評価できる能力，協同，

規律と奉仕の精神といったものの育成も目指して

いることがわかる。

Ⅴ 自発協同学習

１ 賀茂川中学校の自発協同学習

自発協同学習とは，昭和 年代に広島県竹島30

市立賀茂川中学校で信川実校長の信念から生み出

され，展開された学習形態に名づけられた も36）

のである。
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こうした自発協同学習の教育思想の中心は，信

川がフレーベルの著「人の教育」にあると述べて

いる。それは，信川が教育の目標は子どもの可能

性を最大限に発展させることにあり，子どもの創

造性を発現できるように育てることに学校の任務

があるとする ことに表れている。
37）

（１）学習形態の特色

賀茂川中学校の学習形態の特色 は，生徒た38）

ちの自発活動である。学習の主体者たる生徒の学

習活動を保証することである。

その第１は，生徒自らが目的意識を明確にして

計画ある行動がとれたかどうかといった，自分で

目標を決めることだとすることにある。学習は，

生徒の目的，生徒の計画，そして生徒の汗によっ

て解決されなくてはならないとする。

第２の特色は，学習場面の協同体制である。全

員参加，みんなと共にといった自発的な協同の精

神が貫かれる。教え役というか，ボスをつくって

はならないとすることにある。

自発協同学習が目指しているものは，自らが学

習の主体であることを自覚させ，主体としての責

任と態度を喚起させ，個々の子どもの人格の完成

にあるといってよい。

（２）教師のリーダーシップ

生徒たちの自発活動と協同の重視は，末吉が教

師は「教えない」ことに努めていると述べている

ように，教師のリーダーシップにおいても極度の

消極的な指導となって表れる。

， ，こうしたことは 賀茂川中学校の指導の原則に

学習活動の前面に教師が乗り出すことをできるだ

けさけ，発現回数を少なくするということや非指

示的発言を挙げていることから伺うことができ

る。そのため，内容について生徒自らが考え，自

ら解決するようにしむけるといったように教師の

発言をみると示唆的なものが多く，助言も「なか

なか良い考えだ」といったような形式的なものが

多くなり，教師は断定的な意見や解決を一方的に

与えることは努めてさけるという形で指導にあた

っていたという 。
39）

（３）自発協同の訓練

自発協同の訓練は，次のように行われる。

入学式では，校長から新入生および保護者への

自発協同の学習の精神についての徹底した話があ

る。この校長の話が出発点となり，賀茂川中学校

の学習集団づくりが始まる。

入学式の翌日からは自発協同の学習の仕方につ

いての説明が行われる。新入生の入学２日目の時

間割は，図３のようである。こうした学習を通し

て，生徒は自発協同の学習形態（全員参加，学習

の方法，自発協同の規律等）について具体的な指

導をうけることになる。

朝 礼 校長の話

「みんなで助け合って伸びよう」

１校時 小グループでのオリエンテーション

２校時 上級生の授業参観

３校時 小グループでの話し合い

（授業参観の感想）

午 後 校長による新入生全員への国語授業

図３ 入学２日目の時間割

このように，校長の授業に始まる導入期の指導

においては，自発協同の学習を行うための基本的

な原則が，一方では説得の形で生徒の意識に強く

訴えられ，他方では実際の学習行動の訓練を通し

て徹底的に教え込まれるのである 。
40）

その際，教科の学習では，学習と順序と系統性

は，生徒自らが常に熟知しておかなければならな

いとされる。

しかし，こうした自発協同学習について，高旗

は「ここでは，生徒間の，あるいは教師・生徒間

のコミュニケーションの方法とか，学習係の人数

や役割内容の規定とか，小集団のサイズ，小集団

での話し合いの方法，司会の仕方などについて，

一定の方法を生徒に訓練することは極力さけられ

た 」 とまとめている。そのため，始業の１分。
41）

前にベルが鳴り，生徒も教師も次の時間に自分は

何をするか，どのような方法で取り組むかといっ

た学習の目標を明確にする時間をとるといった方

法はあるが，組織化・役割づくり，学習方法等に

ついて子どもたちが自分でつくりだすまで教師は

待つという姿勢に貫かれていた。自発協同学習と

は，生徒の自主的，自発的活動を最高度に発揮さ

せようとすることを目的とした学習であったこと
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が読みとれる。

しかしながら，賀茂川中学校の自発協同学習は

， 。信川校長が退くと急速に衰退し 解消してしまう

高旗は，その理由を「客観的な集団技術として，

この学習形態の導入方法が整理されていなかった

」 。ことが大きな原因と考えられる と述べている
42）

２ 末吉悌次の集団学習の考え

賀茂川中学校に研究の場を持ち，支援をしてい

た末吉らは，協同的な学習についてどのように考

えていたのだろうか。末吉は，協同的学習とは子

どもたち相互間の協同を意図的に推進しようとす

る学習形態であるとし，そこでは，子どもたちの

協同討議（話し合い ，集団思考，協同の作業を）

盛り込んで行われるとする 。その考え方と方略
43）

等をまとめると次のようになる。

( ) 理論的枠組み1

教育の場は複合した相互作用の場であると見る

ことが有効であると考える末吉は，集団学習論を

支えている理論的立場についてふれ，学習主体，

学習内容，人間関係（集団構造）の３者の構造的

な関連が学習指導の場であるとする見方を示して

いる 。このように，集団学習は構造論の上に立44）

っているとするのである。

( ) 協同学習のねらい2

末吉は，一斉指導の欠陥は教師が能動的で主導

権を握り，子どもたちはもっぱら受動的でひきず

られていること，子ども相互間に協同の関係がな

， 。く むしろ競争的な関係にあることを挙げている

この集団構造を変えて，学級の中に，もっと自主

的で，しかも協同的な姿勢と人間関係とを打ち出

そうとするのが集団（協同）学習のねらいである

とする 。このように，協同学習のねらいは競争45）

的な関係から，集団構造を変えて，協同的な集団

を形成しようとすることを意図していることがわ

かる。

末吉は，さらに，学習指導の目標には個々の子

どもの思考を深め認識を高め，ついには子どもの

態度や人格を形成するといった個人的（パースナ

ル）な側面と協同的な学習集団を形成していくと

いった集団的，社会的な側面の２つの側面がある

。 ，とする こうした集団形成という側面に着目し46）

協同的な学習集団をつくっていくことが，根本の

ねらいでなければならないとする。

( ) 学習内容・発達段階・集団構造3

末吉は，集団学習を成功させるためには考えな

， ，ければならない３つのことがあるとし 学習内容

子どもの発達段階，学習場面の協同ということの

ための条件としての集団構造をあげ，実験授業を

行っている。

広島大学附属小学校の実験授業から得られたと

， ，する成果 は 子どもたちの討議や話し合いが
47）

効果的に進められるには，その問題が子どもたち

にとって，明確に把握される必要があることであ

ったとしている。さらに，

・低学年の協同学習は，高学年と同じ程度には

期待できない。

・協同集団が４人ないし５人という規模は若干

むりである。

・学習内容が単純で，問題が子どもたちにとっ

て具体的であれば，協同学習の効果がある。

という結論を得ている。こうした実験授業の結果

から，学習内容および発達段階を抜きにした協同

学習の考え方は，まったく抽象的な観念だといっ

てよいと述べている。

子どもたちの討議，集団思考，あるいは協同作

業をもりこんでおこなわれる実際の授業は，学習

内容と学習主体の条件（たとえば発達段階）に制

約され，集団学習の形態は変わらねばならないと

するのである。

こうした相互作用的な社会過程として学習指導

をみていく末吉の集団学習の研究は，賀茂川中学

校の実践と相互作用的に深まっていったと考えら

れ，自発協同学習を見直す際には無視することが

できない。

Ⅵ 協同的な学習研究の比較からみた

その方向性

自主協同学習，自主的協同学習，自発協同学習

の３つの協同的な学習が生まれてきた背景には，

戦後の自主的，自発的活動の重視の教育の中で児

童生徒を主体とする活動としてのグループでの学

習が見直された影響が大きい。文部次官の前田偉
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男は， 年（昭和 年）にその著「グループ1949 24

・ガイダンス」において，グループ・ガイダンス

の必要性を述べている 。その目的は，48）

・社会生活の組織と運営について学ぶことができ

る。

・他人の行動をみて，そのよい点，悪い点を観察

し，批判し，それを参考として多くの知識，技

術を学ぶことができる。

・義務，権利，責任について学ぶことができる。

・協同することを学ぶ。

・相互作用により，お互いに影響を受け合うこと

ができる。

・グループ活動に貢献し，寄与することを学び，

社会生活に対する適応，貢献することのできる

知識，経験，技術を養うことができる。

， 。・教師は 生徒の観察の機会を得ることができる

であるとしている。さらに，グループ・ガイダン

スは，個人的ガイダンスでできない多くの指導を

行うことができるとし，個人的指導とあわせ行う

必要があるとしている。

こうした前田が提唱するグループ・ガイダンス

の目的をみると，森藤らが指摘する学びにおける

社会的相互作用の問題が素朴にではあるがすでに

内包されていることがわかる。

そこで，学びにおける社会性や社会的相互作用

という視点を踏まえて，本稿に取り上げた自主協

同学習，自主的協同学習，自発協同学習のそれぞ

れの理論的背景とその特質，目的，グループづく

り，学習展開，教師の役割について比較してみる

理論的背景や特質からは，この３つの協同的な

学習がいずれも日本の教育実践の中から生まれて

ことにした。その結果は，表１のようである。

きたものであることがわかる。特に，自主的協同

学習や自発協同学習は，教育学者の教育論の影響

を受けてはいるが，直接的には教師の教育実践に

基づいてまとめられてきたものである。このこと

は，山崎や芦屋市立山手小学校が実践した自主協

同学習についても同じことがいえる。一方，同じ

表１ 自主協同学習，自主的協同学習，自発協同学習の方略と理論的な背景

方略名 自 主 協 同 学 習 自 主 的 協 同 学 習 自 発 協 同 学 習

開発者 高 旗 正 人 相 沢 保 治 賀茂川中学校（末吉・信川）

1981 1970 1967発表年

理論的 教育社会学の理論と概念に 自発性，自発活動，自己活 フレーベルの著「人の教育｣

背景と 依拠している。 動尊重といった大正初期の の影響を強く受けている。人

その特 ・日本の教育実践から生ま 第一次新教育と呼ばれる考 間尊重，子どもの可能性の承

質 れた学習指導過程におけ え，範例方式やブルーナー 認を基盤に，教育とは，与え

る集団構造に着目した学 理論にある学習方法の影響 るものではなく，子どもが学

習指導論である。 を強く受けている。 ぶものであるとする。

・相互作用変数としての集 ・個による自主的学習と能 ・学習形態に対して名づけら

団風土，集団規範，コミ 力差に応じたグループ編 れたものである。

ュニケーション・ネット 成による協同学習とが一 ・校長の強いリーダーシップ

ワーク，集団サイズ，集 体的なものとして運営さ と教育実践の中から生まれ

団課題，役割組織などの れる学習指導法である。 た。

構造と機能の分析から協 ・学習の仕方を身につける ・徹底した自発活動と全員活

同的な学習のストラテジ ことが子どもたちに要求 動による協同体制をとる。

ーを探ろうとする。 される。
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目 的 集団形成そのものを学習指 学習の「社会化」と「個別 自主的，自発的活動を最高度

導の重要な目的としてい 化」を目的としている。 に発揮させることを目指す。

る。 ・子どもの自主性と主体的 ・学習の主体者であることの

・支持的な学習集団を発達 人間の育成を目指す。 自覚，責任，態度の喚起。

させる。 ・自立性と系統的知識の定 ・自発的な学習態度の育成

・個人の教科的認識や学習 着の統一を目指してい （自分で目標を決め，自分

方法の学習，学習意欲の る。 で学習）

向上を目指す。

グルー ・小集団編成は ２～６人 ・教師が用意した能力別の ・協同的な全員活動を求め， ，

プづく 男女混成 小集団内異質 ３コースを選択させる る。， ，

り 集団間同質。 （小集団内等質 。 ・子どもたちの友愛に支えら）

・競争原理から協同原理と ・内容によって可動的グル れたグループづくりを行

する。 ープ構成とする。 う。

・役割の分散を理想とす

る。

学習展 学習集団づくりと学習の仕 始めにテキスト「学習のし 学習者全員による学習への自

開 方の習得ができるよう，学 おり」を使用した自主的学 発的参加で進められる。学習

習者の自主的な学習活動と 習，続いて能力別グループ は，徹底した子どもたちの話

協同的活動を組織する。話 での協同学習が行われる。 し合いで進められ，話し合い

し方・聞き方の学習，ノー その後，発表と話し合いが の中に教師が参加するという

トの取り方の学習，手引き 劣生を対象としたグループ 形をとる。

を使った学習，教師と子ど から順次行われ，最後に学

もたちとともにつくる学習 級全体の協同学習へと積み

課題づくり等が行われる。 重ねられる。

教師の 自主的活動を尊重し，子ど 主体的人間を育成するた 組織化・役割づくり，学習方

役割 もたちの話し合いを重視 め，自主学習ではなく，教 法等について子どもたちが自

し，支援的であり，ほめ， 師が指導性を発揮する。 分でつくりだすまで教師は待

子どもを容認する。子ども つという姿勢を貫く。

たちの発言，発想をまず， ・教師は，極力消極的な指導

理解し，受容し，そして分 をする。

析あるいは総合して，子ど ・発現回数を少なくする。

もたちにかえす。子どもた ・教師の発言は，示唆的（非

） 。ちだけでは学習の展開が無 指示的発言 なものとする

理な時のみ，ヒントを与え

解決の方向に導く。

日本の教育実践の中から生まれたとしながらも，

高旗の自主協同学習は，教育社会学の理論と概念

に基づき実践の方法を紹介しているという点で，

自主的協同学習や自発協同学習と大きく異なって

いる。

３つの協同的な学習の共通点は，社会的な場を

持たせることで，道徳的人格形成の機能を持たせ

ることといえよう。また，いずれも学習集団のリ

ーダーとしての教師のあり方を問い直すものであ

り，支持的，協同的な状況の中で学習者は学びを
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行うとすることにあるといえる。しかしながら，

自主協同学習が学習指導論であり，自主的協同学

習が自立性と系統的知識の定着の統一を目指す学

習指導法，自発協同学習が自発的な学習態度の育

成を目指した学習形態を指すというようにその特

質は異なったものである。そのため，グループづ

くりも自主協同学習が小集団を異質のメンバーで

編成し，役割の分担，相互のコミュニケーション

を重視した協同原理を重視しているといった集団

形成そのものが目的であるのに対し，自主的協同

学習は能力の等しい者同士でグループをつくるこ

とで一人ひとりの学習をより確かなものにしよう

とする。また，自発協同学習では，全員活動を求

めることにねらいをおいているため小集団での学

習を必ずしも求めているものではないとする点で

違いがみられる。

教師の役割からそれぞれの協同的な学習を眺望

すると，３つの協同的な学習の中で自発協同学習

が最も教師の関わりが少ないことがわかる。自主

協同学習も自主的活動を尊重した学習であるが，

学習集団づくりと学習の仕方の習得を目的として

いるように，子どもたちだけで学習の展開が無理

な時は教師がヒントを与え解決の方向に導くとい

ったことが図られ，子どもを理解し，受容し，認

めるといった子どもへの支援を重視した学習指導

。 ， ，論であることがわかる 一方 自主的協同学習は

自主学習ではなく教師が指導性を発揮することが

教師の仕事であるとするように３者の中では指導

性が最も強いといえる。

ところで，こうした我が国の協同的な学習の考

え方は，近年の理科教育研究で注目されるように

なった教室における学習を対話や協同的な作業を

通した知識の協同構築として捉え直そうとする問

い直しと同じものといってよいのだろうか。多様

な考えをもっている者同士の間で生まれる差違性

とその違いを言語というコミュニケーションの道

具と相互作用的活動によって「合意形成」に向か

う活動を重視するといった社会的構成主義の考え

方 等とは，どのような点で共通しているのだ
49）

ろうか。

相沢の自主的協同学習では，学習者一人ひとり

が主体的に学習の仕方を身に付けることを目指す

ものである。その解決方法として能力差に応じる

グループ編成が図られ，目標達成のため発表と話

し合いが積み上げられる。しかし，そこで目指し

ているものからは，学びにおける社会性や社会的

相互作用の問題を意図していることを読みとるこ

とができない。

また，賀茂川中学校の自発協同学習は，学習者

全員の学習への自発参加を求め，自主的個人の形

成と協同的な学習集団の形成を目指している。自

発協同学習が求める主たるものは，子どもの自発

性・自発的参加であり，子どもたち一人ひとりの

価値意識の変革であり，そのための手段として協

同的な学習形態が求められていたことがわかる。

そのため，自主的協同学習と同様に学びにおける

社会性や社会相互作用の問題はほとんど取り上げ

られていない。しかしながら，賀茂川中学校に研

究の場を持っていた末吉の集団学習の研究から

は，相互作用的な社会過程として学習指導をみて

いこうとする立場がすでにとられていたことが読

みとれる。しかし，末吉がそこで考えていた相互

作用的な学習過程とは，学習過程を個人的（パー

スナル）な側面と集団形成という側面の２つの側

面から捉えていたように，他者との相互作用の中

でみられる学びに視点が置かれていたというより

は，協同的な学習集団をつくるということに向け

られていたといえよう。

自主協同学習ではどうであろうか。高旗は，自

主協同学習の学習集団づくりは学習指導過程の３

つの構成要素（価値規範のレベル，役割組織化の

レベル，学習方法のレベル）を認識する必要があ

。 ，るとしている 高旗の自主協同学習の考え方は50）

自発協同学習や自主的協同学習の実践の成果をも

とに，それらに役割構造や組織の変革をも加えた

学習指導論として提案されたものであったといえ

よう。そのため，高旗は自主協同の集団づくりは

クラスのすべての子どもたちが意欲を高め，学習

や学校生活に自ら参加するようになることである

とし，そのことを促す集団状況を創り出すため，

対人競争を否定し，協同的相互支援の人間関係を

形成することで集団への同調を高め，支持的集団

づくりを目指している 。このように，高旗が提51）

案する自主協同学習も，学びの社会性や社会的相
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互作用を意図したものではなく，支持的な集団づ

くりのために教育社会学の概念を使用しての分析

を行ったものであったといえよう。

このように，前田のグループ・ガイダンスの考

え方にしても自発協同学習，自主的協同学習，自

主協同学習の考え方にしても，相互作用によりお

互いに影響を受け合うとしながらも，主として目

指しているものは自発性であり，意欲の喚起であ

り，学習の仕方の習得であり，そのための集団づ

くりであったといってよい。そこには，知識は個

人によって構成されるとともに他者との対話や協

同的作業などを契機に発展していくといった明確

。 ，な考え方を見ることができない こうしたことは

我が国の第１期の協同的な学習論が形成された時

代背景から相互作用的な状況の中での個人の認知

の過程についてまでは研究されてはいないのはや

むを得ないことと言ってよいだろう。

しかしながら，こうした３つの協同的な学習の

研究からは，これからの協同的な学習を検討する

際に次の点で大きな示唆を与えてくれる。その１

点目は，自発協同学習の成果を検討することで，

子ども同士の自発的な活動から生じる学びにおけ

る社会性や社会的相互作用の生じる契機を探るこ

とができるということである。２点目は，自主的

協同学習の成果を検討することで，コントロール

された集団の中で一人ひとりの学びが他者との関

わりの中でどのように生じていくかを検討するこ

とができるという点である。３点目は，自主協同

学習の成果を検討することで，話し合いのルール

や役割の形成，集団編成のあり方などの協同的な

学習のストラテジーを探ることができることであ

る。

Ⅶ おわりに

本研究では，子どもの学びを社会的相互作用を

通した知識の協同構築という視点から，これまで

我が国で実践されてきた協同的な学習について，

その考え方と指導方法等についてまとめ，その概

要について比較を試みた。しかしながら，アメリ

カ合衆国等において広く実践されているコーオペ

レーティブ学習との比較は行っていない。

今後，近年の理科教育研究で次々と発表される

ようになった新たな学びにおける社会性や社会的

相互作用の研究の成果を踏まえ，諸外国の研究成

果も踏まえた協同的な学習についての比較・考察

を深めていきたいと考える。

付 記

本研究は，日本理科教育学会第 回全国大会49

（ ）の発表資料に加筆修正を行い作成したも1999

のである。
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